
童画作家・小野孝―「アトリエ訪問&新作展ツアー」 (名称仮)のご提案

御社にお力添えいただき、私の童画作品は全国の幼稚園様、保育園様へとご納品をさせて頂いております。その貴重且つ、最高の

経験の中で、私自身もこれまで多くの先生方とお話をさせていただく機会もございました。

そんな時間の中で、御社、また、現場で私の童画に出会うきつかけを与えて下さる営業の方々、そして大切な環境下に私の童画を

展示いただく先生方に対して、ただただの感謝の念だけではない、私なりに出来る事はないのか ?と、考えておりました。

ご用意いただいた環境に全ての身支度を完了し、完成した重画を展示、委託、ご納品を御社にいただしヽている事実、そして先生方

に、ただただお披露日、ご納品までをお待たせし、お時間をいただいている事実＼この二つの事実に対して、私どもは一筆一筆に

感謝の念を込めること以外に出来ないものか ?と、考えさせていただきました。

そこで辿り着いた一つの答えは「是非、皆様をアトリエにご招待させていただきたい !」 ということでござしヽました。

私の童画は勿論、私の会社 K∪ 1/1Ar s FAt~FORY(ク マズフアクトリー)で創りだすモノの全ては「子ども達のためである |」 という、

確固たる理念と、明確な目的のもとで私どもは創造してJ_lり ます。さらには全てがオンリーワンという「自負Jと 「自信」を持つ

ております。これらの考えも、何より感謝のお言葉も直接にお伝えしたいとの思いもあり、一筆=筆に込めている生の現場に是非

お越し頂きたく、この度はこのようなご提案としての書を書かせていただきました。

倉Jつたモノを私どものギャラリーで見ていただき＼それらを正に生み出している私どものアトリエも見ていただき、オンリーワン

を実感として、そして技、画材の匂い、筆の音、仕上げるまでの行程等を体感として是非、感じていただきたいと思つております。

″
創るを魅せて、創つたモノを見れる場

″
に、是非ともお越し頂きたく考えております。
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